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 新年度のご挨拶 
  

 南会津地方の農林業者の皆様、関係機関・

団体の皆様には、日頃より地域の農林業振興

に御尽力いただき感謝申し上げます。昨年度

を振り返りますと、「南郷トマト」の販売額

が10億円を突破し、ふくしま農林水産業新生

プランの地方計画である「みんなが輝く園芸

産地と交流の郷づくり」を力強く前進させる

飛躍の年となりました。 

更には、公共施設における地域材を活用し

た内装木質化の進展、関東・東北豪雨で被災

した農地・農業用施設の復旧、「ただみ特産

品開発プロジェクト」による付加価値の高い

６次化商品の開発・販売など、地域資源の特

色を生かした動きも出てきました。 

今年度も、こうした新たな動きを支援して

いくとともに、主力となる園芸品目の生産販

売額の増加、南郷トマト２年連続10億円の達

成、安全・安心な農林産物の出荷継続に向け

て、関係者皆様への支援を続けてまいりま

す。特に安全対策については、昨年度から只

見町、下郷町の野生きのこの制限解除に向け

取り組んでいますが、国の判断を見極めなが

ら、引き続き取り組むとともに、只見町、下

郷町、南会津町のコシアブラの解除に向けて

も、検査を進めていく考えです。 

４月21日から会津鉄道「特急リバティ会

津」が、会津田島駅に乗り入れを開始しまし

た。更には、平成30年春に本県で開催される

「第69回全国植樹祭」のプレイベント展開な

ど、当地域をＰＲできる絶好の好機も活かし

ながら、今後も魅力いっぱいの南会津を県内

外に発信してまいります。 

復興・創生期間２年目となります今年度

は、現場の皆様の声をしっかりと聞きながら

各種の施策に取り組み、みなさんが生き生き

と暮らす魅力的な南会津地方を目指してまい

りますので、今後もご理解、ご協力くださる

ようよろしくお願い申し上げます。 

福島県南会津農林事務所長 

松村 正彦 
まつむら  まさひこ  

      



「ねっか」のお披露目会が開催されました 

人事異動のお知らせ 

平成30年からの水田農業検討セミナーを 

開催しました 

 

転入者 （カッコ内は旧所属等です） 

●総務部 七海弘明（いわき農林事務所）、佐野洋平（健康衛生総室）、佐久間直樹（議会事務局政務調査課）、星源

一（南会津建設事務所） 

●企画部 小檜山厚（県南農林事務所）、加藤香織（保健福祉総室）、山崎紘司（企業局） 

●農業振興普及部 

（南郷普及所） 

佐藤博志（農業総合センター）、酒井雄二（県南農林事務所）、長谷川優子（会津農林事務所）、遠藤雄大

（農業総合センター）、皆川悟（土木総室）、黒津賢治（県北農林事務所）、柳内柚香（県中農林事務所田

村農業普及所）、木村真澄（県北農林事務所安達農業普及所）、古和田塁（農業総合センター）、石川貴悠

（新規採用） 

●農村整備部 松本幸治（相双農林事務所）、星泰彦（会津農林事務所）、高野浩美（南会津建設事務所）、南川駿（新規

採用） 

●森林林業部 伊藤正一（県北農林事務所）、山田憲司（県中農林事務所）、樋田和美（森林林業総室）、田崎実（県中農

林事務所）、木村絵里（森林林業総室）、吉田美穂（相双農林事務所富岡林業指導所） 

転出者 （カッコ内は転出先です（退職者含む）） 

●総務部 須田勝彦（いわき農林事務所）、大野英樹（東京事務所）、相川直気（環境共生総室）、星幹男（退職）、

室井充夫（退職） 

●企画部 鈴木淑彦（県北農林事務所）、十文字高志（健康衛生総室）、大室直人（坂下高等学校） 

●農業振興普及部 根本文宏（農業総合センター）、鈴木孝（森林林業総室）、遠藤文夫（会津農林事務所）、菅野学（南会津

建設事務所）、中田裕之（喜多方桐桜高等学校）、鈴木芳成（農業総合センター）、皆川博孝（会津農林事

務所会津坂下農業普及所）、薄井智之（農業総合センター）、吉田雅貴（生産流通総室）、皆川歌織（退

職） 

●農村整備部 渡邊長（県北農林事務所）、宮島浩昭（相双農林事務所）、味戸宏樹（相双農林事務所）、長谷川正栄（退

職）、湯田美和子（退職） 

●森林林業部 岡部広承（いわき農林事務所）、五十嵐正徳（会津農林事務所）、星辰也（いわき農林事務所）、東村真太

郎（会津農林事務所）、森田健弥（会津農林事務所）、大野真紀（森林林業総室） 

４月の人事異動により２９名が転出し、２７名が新たに配属となりました。 

国は、平成29年産をもって主食用米の生産数量

目標の配分を廃止することを決定しています。南

会津地方でも、さらなる水田のフル活用に向け、

地域の関係者が一体となって水田農業のあり方を

構築することが必要です。 

３月13日(月)に御蔵入交流館において、地域農

業再生協議会と共催で、稲作農家等を対象とした

「水田農業検討セミナー」を開催し、山形県農業

法人協会会長の平田勝越氏から「売れる米づく

り」について講演いただき、続いて東北農政局福

島県拠点及び県水田畑作課等の担当者から、平成

30年以降の経営所得安定対策や推進方針等につい

て説明しました。 

 これからの水田農業で

は、農業者一人ひとりが

自身の経営と、地域の農

業のあり方について考え

ることが必要です。地域

の農業についてのご意

見・ご要望等がありまし

たら、当事務所または

地域農業再生協議会ま

でお寄せください。  

 

(農業振興普及部) 

研修会の様子 

４月17日、只

見 町『季 の 郷 

湯ら里』におい

て、合 同 会 社

ねっかによる米

焼酎「ねっか」

のお披露目会が

行われました。 

合同会社ねっ

かは、昨年７月

11日、「地域の想いをかたちにし、楽しいを次世

代へつなぐ」を合い言葉に、只見町の米農家等を

中心とするメンバーにより設立された会社です。 

“世界一、和食に合う米焼酎をめざして”作っ

た米焼酎「ねっか」は、ユネスコ・エコパークに

認定された只見町の世界にも誇れる豊かな自然の

恵みを受け、先祖伝来の土地で丁寧に育てられた

米と、森の清らかな湧き水で仕込まれた本格焼酎

です。 

お披露目会当日は、ねっかの試飲のほか、お酒

に合わせた和食が用意され、大勢の参加者が、

ねっかの香り高くフルーティーな味わいと、おい

しい和食に舌鼓を打っていました。 

（企画部） 

試飲会の様子 



「『里山のつぶ』生産者栽培研修会」を 

開催しました 

「県営災害復旧事業」が完了しました 

平成29年度南会津農林産物のモニタリング 

検査等に関する説明会を開催しました 

南会津防霜対策本部を設置しました 

 今年から中山間地

向けに育成された県

オリジナル水稲品種

「里山のつぶ」の一

般栽培が始まりま

す。「里山のつぶ」

は本県中山間地の主

力品種となることが

期待されており、高

品質で均質な米の生産が求められていることか

ら、県では当品種を生産する方々に栽培講習会を

受けていただくようお願いしています。 

 当事務所では、３月13日(月)にＪＡ会津よつば

みなみ地区本部において「『里山のつぶ』生産者

栽培研修会」を開催しました。研修会では県水田

畑作課等の担当者が里山のつぶ」の生産振興方針

やこれまでの研究成果、栽培管理の注意点等につ

いて説明しました。 

 当事務所では、「拠点展示ほ」の設置や技術情

報誌の発行、現地検討会の開催等により「里山の

つぶ」の栽培支援を行っていきます。興味のある

方は農業振興普及部地域農業推進課までお問い合

わせください。 

電話番号：0241-62-5262 

（農業振興普及部） 

当事務所では、平成29年

３月24日(金)から６月２日

(金)まで「南会津地方防霜

対策本部」を設置し、関係

機関と連携して防霜対策技

術などの情報提供を行いま

す。次のような気象条件の

際には凍霜害が発生しやすくなりますので、降霜

が心配される際には被覆資材等を活用した保温対

策に努めましょう。 

○降雨後かつ肌寒い北寄りの風が吹いている。 

○夕方になって風が止んだ。 

○夜になり晴れ上がり雲がなく、底冷えがする。 

 また、毎年のように不順天候が続いていますの

で、霜注意報の他にも気象台の発表する警報や注

意報、気象情報に留意し、農作物の管理に十分注

意してください。 

(農業振興普及部) 

 平成29年４月14日、ＪＡ

会津よつばみなみ地区本部

大会議室において、「平成

29年度南会津農林産物のモ

ニタリング検査等に関する

説明会」を開催しました。 

 説明会では直売所を経営

している方などを対象に、

野菜、山菜、きのこや加工食品等の品目毎の検査

体制について各担当者より説明を行いました。 

 また、本格的なシーズンを迎える山菜等につい

て、直売所・加工所と行政が連携し、食の安全・

安心確保の取組を着実に実施していくための質疑

応答が行われました。 

 今後は、定期的なモニタリング検査結果の情報

提供などを行い、南会津管内の農林産物を一人で

も多くの方に安心して召し上がっていただけるよ

う、引き続き取組を行っていきます。 

 最新の県内農産物モニタリング検査結果等につ

いては「ふくしま新発売。」農林水産物モニタリ

ング情報のページから確認できますので、ぜひご

覧ください。  
「ふくしま新発売。」  

URL：http://www.new-fukushima.jp/ 

(企画部) 

平成27年９月の関東・

東北豪雨により舘岩川、

伊南川、阿賀川が氾濫

し、大きな被害を受けた

農地・農業用施設は、南

会津町と下郷町合せて

269箇所、被害額13億円

に上りました。 

このうち、比較的規模

の大きい７箇所の堰については当事務所で復旧を

進めてまいりましたが、本年３月に全箇所の復旧

が完了しました。当地域の農業用水は、ほとんど

が堰からの取水で賄っていますが、最も農業用水

が必要な４月に工事を開始したこともあり、工事

中の用水の手当について町役場や地元関係者と調

整を密にしながら、稲作に影響が出ないよう工事

を進めてまいりました。昨年は渇水が続き、必要

な用水を確保しながらの工事は困難を極めました

が、関係者の皆様の御協力もあり、無事竣工を迎

えることができました。改めて感謝を申し上げま

す。 

(農村整備部) 

復旧した新田堰 

（南会津町藤生）  

研修会の様子 

説明会の様子 

TEL:0241-62-5262


福島県南会津農林事務所 企画部 地域農林企画課 

みなさんのご意見・ご感想を 

お寄せください。 電話 ０２４１‐６２‐５２５２ ＦＡＸ ０２４１‐６２‐５２５６ 

ホームページ http://www.pref.fukushima.lｇ.jp/sec/36250a 

〒967-0004 福島県南会津郡南会津町田島字根小屋甲4277-1 

 お問い合わせはこちら 

「春の農作業安全運動」実施中です 

～全国植樹祭に向けて～ 

第１回テーマ 「全国植樹祭って何だろう。」 

あいづ“まるごと”ネット会員を 

募集しています 

平成29年４月１日から５月

31日は、「春の農作業安全運

動重点推進期間」です。本県

では、昨年、農作業中の事故

が多発しており、特に高齢者

の死亡事故が急増していま

す。 

 これから耕起や田植え作業等が本格的に始まり

ます。様々な農作業が集中するこの時期こそ、余

裕を持った作業計画を立て、農作業にあたること

が大切です。また、「ノーミス、ノー事故、農作

業」を合言葉に御家族や近所の方々と声を掛け合

い、農作業安全を心掛けましょう。  

(農業振興普及部) 

 県では、豊かな地域資源を生かし、１次・２

次・３次産業が様々な形で連携・融合して新たな

地域産業を創出し、活性化を目指す「地域産業６

次化」を推進しています。 

 会津・南会津地方においても、「あいづ“まる

ごと”ネット」を通じて、地域産業６次化に意欲

と関心のある会員各位が行う新たな商品の開発、

既存商品の磨き上げや販路拡大の取組を支援して

まいります。 

 このほか、各種助成制度や商談会・物産展開催

に関する情報提供も行っておりますので、この機

会に会員登録についてご検討願います。なお、登

録料・年会費ともに無料です。 

● お問い合わせ 

  南会津農林事務所企画部  

  電話番号：0241-62-5252 

(企画部) 

 毎年皆様にご協力をいただいている「緑の募金」

の平成29年度春期募金が、４月１日から５月31日

まで行われます。 

 ご協力いただきました「緑の募金」は、緑化に対

する理解と認識を深めていただき、地域社会にお

緑の募金のご協力お願いします 

ける緑化を積極的に推進するため、緑の少年団の活

動支援や県内の学校、公共施設等に緑化苗木を配布

する環境整備、地方植樹祭・育樹祭、学校緑化活動

への支援などに活用させていただいております。 

 今年度につきましても「未来へと 植えて育てる 

緑の輪」を運動テーマとして、豊かなふるさと再生

や豊かな森林を次世代へ

と引き継いでいくための

活動を推進して参ります

ので、ご協力をお願いしま

す。 

 

 

(森林林業部) 

 今年度は、30年春

に南相馬市で開催

が決定している「第

69回全国植樹祭」の

意義や内容等につ

いて、皆さんに知っ

てもらおうと思い

ます。 

  全国植樹祭は、豊

かな国土の基盤で

ある森林・緑に対する国民的理解を深めるため、昭

和25年から毎年開催されている国土緑化運動の中

心的な行事で、本県では、47年前の昭和45年５月19

日に「耶麻郡猪苗代町天鏡台」(現：昭和の森)にお

いて、第21回大会を開催しました。大会では、昭和

天皇・香淳皇后から津島マツのお手植えを賜るとと

もに、県内外からの２万２千人の参加者が20haの広

大な原野にアカマツを植栽しました。 

  その３年前(昭和42年)の新聞には、「全国植樹祭、

尾瀬で開催」という記事が載っています。会津・南

会津の木材生産量の多かった時代、南会津の地で全

国植樹祭を開催しようとした意気込みが感じられ

ます。当時、檜枝岐村と片品村(群馬県)をトンネル

で結び、尾瀬沼にカラマツを植樹する計画だったよ

うですが、全国的な自然保護運動に火を付けるきっ

かけとなった時代背景が窺えます。 

(森林林業部) 

緑の募金街頭キャンペーン(南会津町) 

第２１回全国植樹祭 

(昭和天皇お手植え) 


